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会長挨拶	 紙谷会長

本日が最後のご挨拶となりました。本当に一年間ご
協力いただきありがとうございました。

後ほど総括として卓話を致しますが、会員増強でも
よく聞かれることだと思いますが、ロータリークラブ
とライオンズクラブの違いは何と答えますか？

ロータリークラブは「I Serve（私は奉仕する）」。
会員一人ひとりが自身の職業を通じて社会に貢献する
ことを目指している団体です。1905年アメリカのシカ
ゴでポール・ハリス氏により創設され、そのビジョン
は今も脈々と受け継がれています。

ロータリークラブの特徴は、週に一度、まるで異業
種交流会のような例会を開催する点です。例会ではさ
まざまな分野の専門家やプロフェッショナルが集ま
り、お互いに知見を共有したり意見交換を行ったりし
ています。

ライオンズクラブは「We Serve（我々は奉仕す
る）」という理念のもと、団体としての社会奉仕活動
に重きを置いている団体です。1917年シカゴで元RC

会員のメルビン・ジョーンズ氏によって設立されまし
た。ライオンズクラブでは、月に 2 回の例会を開催し
ます。これらの例会は、主に奉仕活動の企画会議を目
的にしており、会員同士が知恵を出し合って地域社会
のニーズに応える活動を生み出す場として活用されて
います。

ロータリークラブは、自分の職業を通じて社会に貢
献したい人、異業種交流したい人、国際的なネット
ワークを活用したい人、

ライオンズクラブは、団体としての社会奉仕活動へ
積極的に参加したい人、柔軟なスケジュールで活動し
たい人、地域社会への直接的な貢献を希望する人、と
なります。

違いをきっちり説明することにより、会員増強の役
に立てればと思います。

幹事報告	 清水（良）幹事

1  ． 6 月16日開催の理事会における審議事項をご報告
申し上げます。
・ 職業分類の追加の件、職業分類委員会であり、新

入会員の入会にあたり新たな職業分類が必要と
なったので、当クラブの職業分類として、「産業
用電気機材」を追加することになりました。

・ 新入会員の件として、
　 小川克己様
　（淀川ヒューテック株式会社　代表取締役）
　馬場俊介様
　（加茂川啓明電機株式会社　代表取締役）
 の推薦が承認可決され、会員の皆様宛てに、書面が
送付されました。
・ 吹田市に対する環境美化推進団体申請の件が承認
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されました。
・ 事業報告として、
　①創立45周年記念例会・懇親会の件
　②大阪・関西万博視察（熊本中央RC合同事業）
の件が承認可決された。

2  ．皆様のボックスに、「ロータリーの友 7 月号」を
配付していますのでご確認ください。

３  ．ここでロータリー財団と米山記念奨学会からの感
謝の気持ちをお伝えしたいと存じます。
 尾家パスト会長に、ロータリー米山記念奨学会より
第10回米山功労者メジャードナーとして、感謝状と
ルビーピンバッジが贈呈されました。
・ ロータリー財団より、＄1,000～ベネファクター
（認証状と襟ピンウイング）、

　PHF+ 7 襟ピン（ルビー 2 粒）
　PHF+ 8 　襟ピン（ルビー ３ 粒）
　 ＄10,000～メジャードナー（クリスタル・本人と

ご夫人の名前入り）が贈呈されます。

　これにて今年度の最後の幹事報告を終わらせていた
だきます。一年間、大変お世話になりました。誠にあ
りがとうございました。

ご卒業の挨拶	 小川パスト会長

皆さん、こんばんは、小川です。本日で吹田西RC
を卒業させていただきます。私はチャーターメンバー
ではありませんが、クラブ設立の年に入会しましたの
で45年在籍しました。また、45歳で入会しましたので
90歳になります。

設立 6 年目に紙谷豊重会長のもとで幹事になりまし
た。また、15周年に会長になり、宮川幹事と共にクラ
ブ運営をしました。

今年45周年記念例会は紙谷幸弘会長を中心に充実し
た素晴らしい催しでした。

このタイミングで私の息子、小川克己にバトンタッ
チしたいと思います。皆様のご支援をお願いします。

今後、当クラブの成長・発展を願ってご挨拶とさせ
ていただきます。永年ありがとうございました。

  

お誕生日のお祝い　 ７月
 

会　　員
　髙木会員
　西村会員
　小山会員
　福原会員
　石﨑会員
　家村会員

会員夫人
　橋本（芳）会員夫人
　福原会員夫人
　井伊会員夫人
　阿部会員夫人
　中村会員夫人
　馬場会員夫人
　尾家会員夫人

 

出席報告	 出席委員会　佐藤委員長

●会　員　数　40名　　出席会員数　３３名
●来　　　客　 0 名　　本日の出席率　91．67％
● 6 月 9 日の出席率（メーキャップ含む）100％

ニコニコ箱	 橋本（徹）SAA

本日は19名の方からご協力をいただきました。紙谷
会長、小川会員、家村会員、阿部会員、橋本（幸）会員、
尾家会員、石﨑会員、西村会員、木田会員、堀会員、
瀧川（健）会員、中村会員、橋本（徹）会員、清水（良）幹事、
清水（大）副会長、井伊会員、青木会員、小山会員、榎原
会長エレクトです。ありがとうございました。
　　　　　　　　本日のニコニコ箱 98,000円
　　　　　　　　累計のニコニコ箱 2,288,600円
　　　　　　　　累計のニコニコB 27,000円

卓　　　話

次年度活動方針� 榎原　一滋�会長エレクト

次年度会長を拝命致しました。45年の歴史を有する
吹田西RCの会長を引き継ぐという大役を任され、身
の引き締まる思いであります。橋本幸治幹事と共に尽
力して参りますので、会員の皆様のご協力を宜しくお
願い申し上げます。

2025－26年度 RI会長マリオ・カマルゴ氏の突然の
辞任を受け、新たにイタリアのフランチェスコ・ア
レ ッ ツ ォ 氏 が 選 出 さ れ ま し た。会 長 メ ッ セ ー ジ 

「UNITE FOR GOOD 」すなわち、「よいことのため
に手を取りあおう」はそのまま継承されます。この
メッセージは、政治、地理、イデオロギーでますます
分断されている世界において、結束する力となるよう
ロータリー会員に呼びかけるものです。

これを踏まえて我が第2660地区2025－26年度 吉川
健之ガバナー（大阪北RC）のテーマは、「学びと交流
を通してロータリーを楽しもう ―新たな仲間を迎え
よう―」とされ、
1  ．温故創新（伝統と歴史から学びつつ今の時代に相



応しい活動様式を取り入れ、デジタル活用により
バーチャルとリアル融合の斬新なスタイルにもチャ
レンジする。）

2  ．交流（地区内に新たな交流の機会を創出し、クラ
ブの活性化を目指す）
と 2 つのキーワードを掲げられました。
これらの観点から私、榎原年度の吹田西RCのテーマ

は「友を集い、共によい活動を！」とさせて頂きます。
これにより、我が吹田西RCの益々の発展を思い描

き、会員の皆様と共に楽しみながら更なる邁進と活動
を行ってまいりたいと思います。ロータリーが掲げる
重要なキーワード「奉仕と親睦」を念頭に、共に学び
共に楽しめる奉仕活動と親睦活動が出来るよう、会長
として努めて参ります。是非ともご協力の程、宜しく
お願い申し上げます。

次年度の基本方針ですが吹田西RCビジョンの具体
的目標及び行動計画を軸としまして
① 会員数純増 ３ 名、特に女性会員の入会を勧めます。
　 46周年目の当クラブは「会員増強」を最重要事項と

いたします。次年度は ３ 名の新入会員の入会予定が
ありますが純増となりますと厳しいものがありま
す。友人招待例会などを活用し世代世襲を含めた若
いメンバーや女性メンバーの入会を、会員全員で 1
年間を通して推進してまいります。

②出席率100％継続する。
　 例会出席だけではなく各事業の参加や他クラブの例

会出席を活用して達成いたします。特に新入会員に
はメーキャップを十分理解していただき出席委員会
と共にフォローいたします。

③ 当初の目的である知り合いを広めることによって親
睦と奉仕の機会を作る。

　 地域団体や企業にロータリークラブの活動をPRし
て会員増強に繋げ親睦と奉仕の活動を広めてまいり
ます。

④高い倫理観のもと役立つ仕事を通して社会に奉仕する。
　 学校への出前授業や職場体験授業などを通じて子供

たちにロータリー活動を周知いたします。
⑤ 個人として事業及び社会生活において日々地域への

奉仕の理想を実践する。
 多くの会員がご近所、地域に奉仕に関わる機会を増
やすことを目指します。

⑥ 世界的ネットワークを通して国際理解、親善、平和
を推進する。
 タイのCWPなどの国際奉仕やロータリー国際大会
の参加を通じ推進いたします。

⑦ ローターアクトクラブを創設し次の世代の人材を養
成する。
 RACの設立準備委員会を立ち上げ大和大学の学生
たちと創設し若い世代にRCを周知し次世代の会員
を育成してまいります。
未熟な会長ではございますが 7 月より 1 年間、幹

事・理事・役員の方々、そしてクラブ会員の皆様には
大変お世話になります。どうぞ宜しくお願い申し上げ
ます。

卓　　　話

一年間の総括� 紙谷�幸弘�会長

Vamos「さあ～いこう！新たな時代に向かって」
の基本テーマを掲げましたが、少しでも皆さんの記憶
に残るインパクトのあるテーマを考えました。

そして一年間基本方針がぶれないよう私自身が意識
し活動をさせていただきました。

私は 4 つの目標を掲げました。
1  ．45周年例会を実施するにあたりロータリークラブ

での活動のPRを行い会員増強に繋げるということ
です。
 そのため、皆さんにも 2 wayジャケットを購入して
いただきSNSの活用を取り入れました。会報誌は会
員だけでなくホームページで閲覧いただいても興味
のある工夫を合田会員に考えていただきました。
Vamosのロゴや会員一人ひとりの座右の銘なども
掲載しながらページ数は基本 4 ページに抑えていた
だきました。

2  ．「継続と変化のバランス」多様性・公平性・包括
性の推進
 「継続と変化のバランス」の必要性を考え、魅力的
なクラブにするためには会員の関係性向上として毎
週出会うことのできる例会を、楽しく、たくさんの
会員が活躍できるよう佐々木プログラム委員長に会
員の15分卓話の実施やコストのかからないメディア
関係のゲストスピーカーの選定をいただき、クラブ
の活性化を図りました。

３  ．例会の設営に工夫を凝らしコミュニケーション力
の強化と会員同士の絆を深め強いクラブづくりを最
優先する。
 橋本（徹）SAA・親睦活動委員会のご協力のもと年
4 回のカレーの日・卓話の時間以外にもゲストにお
越しいただき、社交ダンスやこいや祭りのPRなど
またお正月例会などでも楽しい設営をいただきまし
た。

4  ．多くの会員が奉仕の機会を増やす。
 クラブ奉仕委員長やSAAと親睦活動委員会にご協
力いただき、皆さんに少しの時間でも各事業や家族
例会に参加していただければと呼びかけをしていた
だきました。おかげで多くの会員や奥様・ご家族様
に参加していただきました。
 特に 8 月26日のビルボードの夏の移動家族例会では
ジャズを聴きながら食事をいただき、また、二次会
では奥様方同士、同じテーブルを囲んでの親睦など
もとっていただきました。クリスマス移動家族例
会・春の家族移動例会では旬のホテルである大阪ス



Suita West RC

小川パスト会長ご卒業、
45年間ありがとうございました。

尾家パスト会長、
ロータリー財団と米山記念奨学会から表彰

榎原会長エレクト、皆、俺についてこい！

紙谷会長による一年間の総括、お疲れ様でした。

テーションホテル・ダブルツリーbyヒルトンでは

多くの方々に出席いただくことができました。クラ

ブ奉仕理事及び親睦活動委員会の皆様、ありがとう

ございました。

● 掲げた重要項目といたしましては、会員増強とポリ

オ撲滅・ニコニコ200万円を掲げました。

会員増強につきましては橋本増強委員長にご協力い

ただきクラブ一丸となり取り組めたのではないかと思

います。 2 回の増強例会を行い新年度には 2 名の増員

が予定されています。

また社会奉仕委員会のご協力によりポリオ撲滅につ

きましては感染数99.9％まで減っておりますがゼロに

なるまでは我々はあきらめないという姿勢で臨み、ポ

リオ撲滅啓発看板をリニューアルいたしました。

ニコニコ箱につきましてはYPEの３0万円はあった

ものの200万円を超える事が出来ました。これは

橋本（徹）SAA、江村・瀬川副SAAの会員の皆さんへ

の呼びかけがあったからこそだと思います。さすが

橋本徹也だと感じました。

社会奉仕委員会のクリーンデーではRC担当月にも

江坂企業協議会にも呼びかけ合同での開催を行い50名

以上の企業の方々にも参加いただいての清掃活動がで

きました。

また昨年 7 月実施の地元主催のクリーン・エサカで

は参加されました地元の方々にお水の提供を行いました。

またこいや祭りでは全国の学生たちに給水の配給を

行い参加された1,500名以上の学生・地元の方々にも

少しは我々の認知度が上がったのではないかと思います。

そして45周年事業や記念例会、熊本中央RCとの

フェローシップ例会では全員でやり遂げることができ

ました。本当にありがとうございました。少しでも地

域の方々・企業の方々に我々の親睦や友情と活動を見

ていただき吹田西RCが青いジャンバーを着て楽しそ

うに活動をしている姿をPRできたのではないかと思

います。本当にありがとうございました。


